
須金の夢プラン スローガン：みんなが楽しく安心して暮らせる須金をつくろう

集落（複数） 地域 行政

①安心・安全マップづくり ● ●

②困った時や緊急時の連絡体制づくり ● ●

③危険箇所の改善 ● ● ●

④サル・イノシシ被害場所の把握と被害縮減 ● ● ●

⑤荒廃地の対策 ● ● ●

⑥携帯電話の不感地域の把握とその縮減 ● ● ●

①帰ってきやすい雰囲気づくり ● ●

②定期的（行事の時など）に戻ってくる仕組みづくり ● ●

③定期的な情報発信や交流会の実施 ● ●

①移住者を受入れる雰囲気づくり ● ●

②空き家（民家、市営住宅、教員住宅）の活用 ● ● ●

①行事などの実施方法の見直し ● ●

②近くに暮らす出身者や地元企業など外部の力の活用 ● ● ●

①車を運転できない人が利用しやすい交通システムづくり ● ●

②生活品販売店の確保 ● ●

③生活品の宅配サービスの実施 ●

①お宝マップづくり ● ●

②お宝を活かす仕組みづくり ● ●

①歴史の伝承 ● ● ●

②和紙や竹を使った工芸品などの技の伝承 ●

③技や知恵を発表できる場面づくり ●

①住む人も外から来る人も楽しめる景観づくり ● ● ●

②交流を進めるための体制や仕組みづくり ● ●

③須金の味を楽しめる場づくり ●

④自然体験メニューづくり ● ●

①和紙や竹などを使った新たなものづくり ●

②須金の食材、技を生かした「ちょっとした食べもの」づくり ● ●

①住みつづけるための仕組みや施設づくり ● ● ●

②お互い集える拠点や仲間づくり ● ●

役割

みんなが安心して住みつづけられる環境をつくろう

自然・歴史を体感できる地域にしよう

みんなの困っていることを改善しよう

あるものすべてを活かして豊かな地域をつくろう

須金の夢（目標） 夢を実現させるための方向性 必要な取組み（Ｈ２１～２５）

１０年、２０年後も安心して暮らせるようにしよういくつになっても安心して暮らせる仕組みをつくろう

出身者が帰ってきやすい仕組みをつくろう

住む人を増やそう

みんなが楽しんで参加できる行事にしよう

身近な暮らしを守ろう

地域の魅力を活かそう

残したい知恵や技、歴史を伝えていこう

新しい技と文化をつくりだそう


